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さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
の
笹
井

啓
二
所
長
を
講
師
に
迎
え
、
更
生

保
護
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　

７
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ

講
師　

笹
井　

啓
二　

氏
（
さ
い

た
ま
保
護
観
察
所
長
）

演
題　
「
少
年
非
行
と
更
生
保
護
」

費
用　

無
料

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

更
生
保
護
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

行
動
目
標

① 

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
」

② 

「
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ

う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
」

③ 

「
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地

域
社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を

広
げ
よ
う
」

重
点
事
項

・ 「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に

つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
」

・ 「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推

進
」

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
期
間
中
に
、「
青
少
年
非
行
防
止

運
動
」
と
合
わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

○ 

７
月
18
日
㈮　

市
役
所
・
本
庄

駅
・
ベ
ル
ク
本
庄
店
・
ア
ピ
タ

本
庄
店

○ 

７
月
20
日
㈰　

こ
だ
ま
夏
ま
つ

り
会
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

強
調
月
間
で
す

街頭キャンペーンの様子

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動

推
進
の
た
め
７
月
中
、
愛
の
募
金

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
本
庄
市
更
生
保
護
女
性
会

・ 

本
庄
市
児
玉
町
更
生
保
護
女
性

会
・
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

★ 

社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生

保
護
に
あ
な
た
の
愛
の
手
と

あ
た
た
か
い
心
を
！

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
が
、
今
日

の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有

害
情
報
の
ま
ん
延
を
は
じ
め
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
学
校
が
夏
休
み
に
な
る
７

月
か
ら
８
月
は
、
子
ど
も
た
ち
が

非
行
に
陥
り
や
す
い
時
期
で
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
毎
年
７
月
を

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
特

別
強
調
月
間
」
と
定
め
、
市
町
村

を
は
じ
め
関
係
団
体
・
家
庭
・
学

校
・
地
域
住
民
が
連
携
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
根
絶
を
願
う

〜
地
域
ぐ
る
み
で
非
行
を
防
止
し
よ
う
〜

　

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

特
別
強
調
月
間
で
す
！

気
持
ち
を
身
近
な
行
動
に
移
し
、

社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
県
民
と
し
て
の
取
組
】

◎
家
庭
の
役
割

　

 

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の

育
成

◎
学
校
の
役
割

　

 

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
学

校
の
創
造

◎
地
域
の
役
割

　

 

子
育
て
の
経
験
や
知
恵
を
生
か

し
た
声
か
け

◎
社
会
全
体
の
役
割

　

 

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
環
境

づ
く
り

★ 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

本
庄
事
務
所
☎
㉔
１
１
１
０
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平成26年度
　　児玉郡市広域市町村圏組合職員採用試験を実施します

★児玉郡市広域市町村圏組合☎72２２４１
試験区分　消防職員（一般）　採用予定人数　13人程度
受験資格　平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
・日本国籍を有しない人
・地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条に規定する欠格条項に該当する人
試験日
・一次試験　９月21日㈰
　教養試験（高卒程度）・消防適性検査・作文試験
・二次試験　10月下旬を予定（一次試験合格者が対象）
　体力試験・集団討論面接試験
・三次試験　11月上旬を予定（二次試験合格者が対象）
　個人面接試験
・身体検査　11月下旬を予定（成績上位者が対象）
申込　７月28日㈪から８月１日㈮までに、申込書に必要事項を自筆で正確に記入し、受験者本人が提出
※申込書は、児玉郡市広域市町村圏組合総務課で配布（土・日・休日を除く）します。郵送による請求の場合は、
封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒（Ａ４版が入る封筒に宛名を記入し、140円
を貼付）を同封してください。
申込書の請求先
　〒３６７―０２０４
　児玉町蛭川９１５ー１
　児玉郡市広域市町村圏組合総務課管理係

　学校、病院、工場、事業所、店舗その他多数の人が出
入りし、勤務し、又は居住する建物（収容される人の数が、
不特定の人を収容する建物は30人以上、グループホーム
などの社会福祉施設などは10人以上、その他の建物は
50人以上）には、消防法で定める資格を有する防火管理
者を置かなければなりません。
　つきましては、この資格を取得するための講習会を次
のとおり開催します。
日 時　７月23日㈬・24日㈭　全２回　午前９時30分～
午後４時50分

会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
定員　100人（先着順）
費用　4,000円（教材費）
申 込　７月７日㈪～18日㈮の午前９時から午後４時30
分までに申込書に必要事項を記入し、証明写真（縦2・
5㎝×横2・0㎝）を添付のうえ、児玉郡市広域消防本
部予防課へ提出

※申込書は、児玉郡市広域消防本部及び各消防署で配布
します。また、児玉郡市広域市町村圏組合ホームページ
（http://www.kodamakouiki.jp）からもダウンロード
できます。
★児玉郡市広域消防本部予防課☎72４６５４

　「自分の職場は自分で守る！」という防火安全
体制の推進と自衛消防隊の技術向上を期待し、
今年で第28回目の開催となります。
　事業所による屋内消火栓操法競技会を実施す
ることにより、消火技術の習熟及び初期消火態
勢の体得と操作技術の習得を図ることを目的と
しています。
日時　10月６日㈪　午後１時～
会場　セルディ駐車場
費用　無料
申 込　８月６日㈬までに、申込書に必要事項を
記入し、児玉郡市広域消防本部予防課へ提出
※申込書は、児玉郡市広域消防本部及び各消防
署で配布します。また、児玉郡市広域市町村圏
組合ホームページ（http://www.kodamakouiki.
jp）からもダウンロードできます。
★児玉郡市広域消防本部予防課☎72４６５４

甲種防火管理者資格取得講習会（新規講習）
を開催

第28回
自衛消防隊屋内消火栓操法大会を開催


